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○跨線橋における２巡目の点検実施率は九州は８３％、福岡県は８０％

跨線橋の2巡目点検実施状況《九州・福岡県》

※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※（ ）内は、令和元年度末時点管理施設のうち点検の対象

となる施設数
（令和４年度末時点で診断中の施設を除く）

出典：道路メンテナンス年報（令和５年8月）より作成

2019年度点検(実績)
2020年度点検(実績)
2021年度点検(実績)

2022年度点検(実績)
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跨線橋の判定区分状況（H26～R４点検） 《九州・福岡県》

○ 第三者被害の予防等の観点から最優先で点検を推進することとしている橋梁のうち、跨線橋
の点検実施率は約８０％であり、点検した跨線橋のうち約２１％は早期に修繕が必要。

○九州の跨線橋における判定区分の割合は、早期に措置を講ずべき状態（判定区分Ⅲ）が
１９％（２０２橋）

○福岡県の跨線橋における判定区分の割合は、早期に措置を講ずべき状態（判定区分Ⅲ）が
２４％（９２橋）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

判定区分：

※四捨五入の関係で合計値が
100%にならない場合がある

※（ ）内は、2022年の点検対象施設数

出典：道路メンテナンス年報（令和５年8月）より作成
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